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概要：2008年の学習指導要領改訂によりダンスが中学校体育で必修化され，生徒間の運動量差
を埋めやすい利点が注目されている．しかし，教員のダンス指導経験不足や生徒の多様な背景に
より，授業設計には多くの課題が残っている．そこで，本研究ではダンス指導経験の有無に応じ
たダンス授業を定量的・定性的に調査・分析し，教育効果や満足度の高さと教員の指導言語の関
連を明らかにすることを目指す．本稿では，中学校体育におけるダンス授業を対象に，熟練度の
異なる教師の指導言語が生徒の運動強度や情動に及ぼす影響を予備的に検証した．模擬授業の結
果，熟練教師は動作を繰り返す具体的な声かけによって生徒の運動量を高める傾向がみられた．

1. はじめに
2008年の学習指導要領改訂により，中学校の体育

でダンスが必修化された．ダンスを体育の授業に取
り入れる利点の 1つは，生徒の運動量を十分に確保
できる点にある．運動能力が高い生徒は，どのよう
なスポーツにおいても十分な運動量を確保しやすい．
他方，運動が苦手な生徒は対戦型スポーツでは運動
能力の高い生徒と同じだけの運動量を得ることが困
難であると考えられる．学校教育における体育の目
的は，生涯にわたって運動に親しむ資質や能力を養
い，健康の維持や体力向上を図ることである [12]．
その点において，対戦型スポーツと比較すると，ダ
ンスは生徒間の運動量の差を教員の指導で埋めやす
い種目であるといえる．
しかし，山口ら [9]によれば，中学校の体育教員に

はダンス経験やダンスの指導経験が不足している現
状があり，実際に指導へ臨む教員に不安が見受けら
れると指摘されている．また，ダンス授業を受ける
生徒には，ダンス経験の有無やダンスへの関心・興
味の度合いにばらつきがある．さらに，男女共修が
一般的であるため [11]，一人の教員が男子生徒と女
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子生徒を同時に指導する場面も多く，生徒一人一人
の特性に応じた声かけや指導が求められ，授業設計
には困難が伴う．
そこで，本研究では，ダンス指導経験の有無に応

じたダンス授業を定量的・定性的に調査・分析し，教
育効果や満足度の高さと教員の指導言語との関連を
明らかにすることを目指す．さらに，教育効果が高
く，生徒の満足度も高い指導モデルを策定し，教員向
けのフィードバックシステムを構築することで，体
育教員の指導不安を解消することを狙いとしている．
なお，本研究は幼児期から大学期までの段階的教育
モデルの開発を目的とするお茶の水女子大学の「コ
ンピテンシー育成助成事業（令和 5年度～6年度）」
の助成を受けた「データサイエンスを活用したダン
ス授業指導の効果評価と指導モデル策定」という研
究課題の一環である．そこで，この研究課題におけ
る本実験に先立ち，お茶の水女子大学にて予備実験
を行った．本稿では，教員の発話，生徒の情動と運
動に着目し，予備実験の分析結果と考察について報
告する．

2. 関連研究
2.1 動作技能習得
ダンス動作の学習支援を目的としたシステムは，

Rahebら [4]の調査報告からわかるように，触覚提
示 [3]，聴覚提示 [2]，映像などの視覚提示 [1]など，
多様なアプローチが提案されているが，ダンス授業



の支援を目的としたシステムはあまり提案されてい
ない．全身の動きに連動したインタラクティブな視
覚フィードバックを通じ，児童に即興的な身体表現
を促すシステム [5]や，オンライン環境でのダンス
レッスンを支援するシステム [6]は提案されている
ものの，教員の不安を解消し，教育効果を向上させ
ることを主目的としたシステムは多くない．本研究
では，教員の指導言語と生徒の情動・運動への影響
を定量的・定性的に把握し，教育効果と教員の言語
表現との関連を探究することを目指す．

2.2 発話
吉川ら [7]はエアロビックダンスのダンス指導熟練

教師と非熟練教師の指導言語の計量的な比較を行っ
ている．分析では 1分間あたりの延べ語数について
統計的な仮説検定が行われ，熟練教師と非熟練教師
の間に発話量の有意差が認められることが指摘され
ている．次いで，指導に使用される語彙に着目し，熟
練教師のみが使用する単語と非熟練教師のみが使用
する単語の調査が行われている．その結果，ダンス
指導の熟練教師は非熟練教師に比べ，具体的な運動
をイメージさせる語彙が豊富であると論じている．
また，薮井ら [13]はダンスの指導時におけるオノ

マトペの使用の効果について，61人の大学生を対象
にアンケート調査を行っている．調査対象者を指導
にオノマトペを多用する処置群と通常の指導を行う
対照群に分け，オノマトペによる学習効率について
検討を加えている．t検定の結果，処置群と対照群と
の間にダンスの動きの分かりやすさに有意な相違が
認められたと報告されている．
上述したように，ダンス指導における熟練教師は

非熟練教師に比べて，豊富な語彙を用いた指導を行っ
ているといえる．そのため，熟練教師の行う授業へ
の参加者はどのように体を動かすかをイメージしや
すく，より積極的に体を動かせることで，快感情が
高まると予測される．また，自信をもって体を動か
すことで，不安感情が低くなり，リラックス感情が
高まるだろう．

3. 実験
本実験では，教員の発話が生徒の情動や運動に与

える影響を定量的・定性的に分析し，生徒の情動反
応や運動特性に基づく指導モデル策定への示唆を得
ることを目的とする．実験は 2024年 3月 28日にお
茶の水女子大学の本館および文教 2号館にて模擬授
業の形式で行った．ダンス経験のないお茶の水女子
大学の学部生および大学院生 12名（平均 20歳）が

生徒役として参加した．この研究は，お茶の水女子
大学にける生物医学的研究の倫理特別委員会の承認
を得ている（第 2023-17号）．

3.1 実験条件
この実験はお茶の水女子大学附属高等学校と連携

して実施し，ダンス経験のある 2名が教師役を担当
した．1名はお茶の水女子大学附属高等学校におい
てダンス授業を担当する体育教師であり，ダンス指
導経験の豊富な教員である．もう 1名はダンスの指
導経験が少ないものの，舞踊教育学を学んでいるお
茶の水女子大学大学院人間文化創成科学研究科所属
の大学院生である．
実験では，順序効果を抑制するために生徒役を A

群と B群の 2つに分け，A群は「指導経験が豊富な
教師役 → 指導経験がない教師役」の順序で授業を受
け，B群はその逆の順序で受講した．つまり，教師
役それぞれが 2回ずつ授業を実施することになる．

3.2 使用センサ
教師役の実験中の発話を録音するため，2名それぞ

れにピンマイク（DR-10L）を装着した．また，生徒の
活動量を測定するため，全員に活動量計（HJA-750C）
を装着させ，1分ごとに算出される運動強度（METs）
を記録した．さらに，ビデオカメラ（V480MS）を
各教室の角に三脚で設置し，授業風景を録画した．

3.3 質問紙調査
参加者には授業（介入）前後の 2回にわたって，心

理的状態に関する質問紙に回答してもらった．心理
的状態としては，7件法の尺度（1 = まったくそう
でない ～ 7 = まったくそうである）を用いて，「生
き生きしている」「はつらつしている」など全 10項
目を評定させた．いずれも他者評価ではなく，参加
者自身の感じ方をそのまま回答するように依頼して
いる．

3.4 発話分析
実験で録音された教師役の発話をテキストデータ

化するため，音声データの文字起こしを行った．そ
の後にWeb茶まめを用い形態素解析を行った [10]．
形態素解析の際に参照した辞書は UniDic である．
これによって 2名の教師役の発話を単語に分割し，
各単語に品詞情報などを付与した．なお，UniDicは
形容動詞という品詞を認めておらず，形容動詞とい
う品詞タグの代わりに形状詞という品詞タグが付与
される．この形状詞とは学校文法における形容動詞



表 1 2-gram の出現頻度上位 15 パターン
指導経験あり 指導経験なし

2-gram 1 2 1 2

そう/副詞 + そう/副詞 10 31 34 38

はい/感動詞 + で/接続詞 29 13 8 14

一/名詞 + 回/名詞 18 19 9 11

ぎゅっ/副詞 + 集まる/動詞 52 0 0 0

そう/副詞 + 為る/動詞 3 2 26 15

言う/動詞 + 事/名詞 18 13 3 7

遭る/動詞 + 見る/動詞 29 10 2 0

良い/形容詞 + 良い/形容詞 22 16 0 2

もう/副詞 + 一/名詞 11 12 3 10

そう/副詞 + 言う/動詞 15 9 6 3

集まる/動詞 + ぎゅっ/副詞 31 0 0 0

素早い/形容詞 + 集まる/動詞 29 0 0 0

はい/感動詞 + オーケー/名詞 9 9 5 5

見る/動詞 + 下さる/動詞 10 9 1 8

番/名詞 + さん/接尾辞 0 28 0 0

の語根を指す．
また，本研究では助詞および助動詞を分析から除

外した．これは助詞と助動詞が，発話において語彙
的意味ではなく主に文法的機能を担う品詞であるか
らである．次いで，単語の n-gramを集計した．単
語の n-gramとは隣接共起する単語の組み合わせパ
ターンのことである．2つ単語の隣接共起を 2-gram
(bigram)と言い，3つの単語の隣接共起を 3-gram
(trigram)と言う．
ここまでのデータに対する処理を実験で観察され

た「じゃあちょっとウォーミングアップをいきます」
というセンテンスを例にすると以下のようになる．
まず，形態素解析によって「で＜接続詞＞ / 一寸＜
副詞＞ / ウォーミング＜名詞＞ / アップ＜名詞＞ /
を＜助詞＞ / 行く＜動詞＞ / ます＜助動詞＞」のよ
うに品詞タグが付与される．次に，品詞の取捨選択
によって助詞および助動詞を削除し，「で＜接続詞＞
/ 一寸＜副詞＞ / ウォーミング＜名詞＞ / アップ＜
名詞＞ / 行く＜動詞＞」となる．
最後に単語の n-gramを求める．例えば，2-gram

を求めるのであれば，[で/接続詞 ＋ 一寸/副詞]，[一
寸/副詞 ＋ ウォーミング/名詞]，[ウォーミング/名
詞 ＋ アップ/名詞]，[アップ/名詞 ＋ 行く/動詞]と
いう 4つのパターンが得られる．このようなパター
ンが対象とするデータに出現する頻度を集計し，デー
タを作成する．
本研究においては 単語の 2-gram と 4-gram を集

計し，これら集計結果に対して計量的な分析を行っ
た．表 1および表 2は 2-gramと 4-gramのデータ
の抜粋である．

表 2 4-gram の出現頻度上位 10 パターン
指導経験あり 指導経験なし

4-gram 1 2 1 2

そう/副詞 + そう/副詞 + 4 15 10 11

そう/副詞 + そう/副詞
ぎゅっ/副詞 + 集まる/動詞 + 30 0 0 0

ぎゅっ/副詞 + 集まる/動詞
右手/名詞 + 左手/名詞 + 0 20 0 0

床/名詞 + ポン/名詞
集まる/動詞 + ぎゅっ/副詞 + 19 0 0 0

集まる/動詞 + ぎゅっ/副詞
素早い/形容詞 + 集まる/動詞 + 15 0 0 0

素早い/形容詞 + 集まる/動詞
左手/名詞 + 床/名詞 + 0 15 0 0

ポン/名詞 + とんとん/副詞
走る/動詞 + 走る/動詞 + 11 0 0 0

走る/動詞 + 走る/動詞
もう/副詞 + 一/名詞 + 8 2 0 0

回/名詞 + 行く/動詞
ごろごろ/副詞 + ごろごろ/副詞 + 0 1 0 9

ごろごろ/副詞 + ごろごろ/副詞
せえの/感動詞 + 右手/名詞 + 0 9 0 0

左手/名詞 + 床/名詞

1 2 3 4 5 6
METs

図 1 熟練度間における運動強度

4. 結果
4.1 動作
図 1に示される熟練教師の授業を受けた生徒役の運

動強度（サンプルサイズ n = 510, 平均値M = 2.44,
標準偏差 SD = 0.97）と非熟練教師の授業を受けた生
徒役の運動強度（n = 528, M = 2.20, SD = 0.98）に
ついて，Mann-WhitneyのU検定を行った結果，熟練
教師の分布の方が非熟練教師の分布よりも有意に高い
ことが示された（U = 111, 343, z = 4.82, p < .01）．

4.2 情動
本調査では，快感情，リラックス感情，不安感情

の 3点に着目した．図 2, 3, 4にそれぞれの集計結果
を示す．熟練教師・非熟練教師ともに，介入前後で
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図 2 快感情
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図 3 リラックス感情
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図 4 不安感情

「快」の得点はやや上昇する傾向が見られたが，有意
な差は確認されなかった．また，「不安」については
介入前と比べてわずかに低下していたが，こちらも
有意差は認められなかった．リラックス感に関して
は大きな変動がなく，総じて熟練教師・非熟練教師
の間で顕著な差異はなかったといえる．
次に，授業後の感想について熟練教師・非熟練教

師ごとの特徴を確認した. 熟練教師の授業では「常
に褒めてくれる」「肯定的な声かけが多い」という点
が目立ち，生徒の抵抗感や緊張感が軽減されたとの
感想が見られる．また，ウォーミングアップ時から
周囲と打ち解けやすくなり，「楽しく授業を受けられ

た」「生徒同士の交流がよりスムーズになった」とい
うコメントから，心理的な安心感や楽しさが向上し
ていたことが窺える．一方，非熟練教師の授業でも
「よかった点を褒めてくれた」「率直に褒めてくれた
のが嬉しかった」という肯定的な声が多かった．い
ずれにおいても指導者がポジティブなフィードバッ
クをすることで，生徒の被受容感が高まり，ポジティ
ブ感情を高めて，授業に対する動機づけや維持に寄
与していることが示唆された．今後は，生徒の被受
容感や自尊感情といった心理変数と教員の言葉かけ
の種類についての関連を明らかにする必要がある．

4.3 発話
2つの文書間において顕著に出現傾向が相違する

単語を特徴語と言い，特徴語の抽出にはカイ 2乗値
が有効であるとされる [8]．先にふれたように，実験
に参加した 2名の教師役はダンスの指導経験が豊富
な高等学校の教員と指導経験がない大学院生である．
この 2名の発話において特徴的に出現頻度が相違す
る n-gramの抽出を行うため，本研究においてもカ
イ 2乗値を用いた．カイ 2乗値は 0以上の値を取り，
2つの項目間における関係の強弱をあらわす統計量
である．カイ 2乗値が小さければ項目間の関係は弱
く，カイ 2乗値が大きければ項目間の関係が強いと
判断できる．したがって，本研究では特定の n-gram
パターンの出現傾向という項目と指導経験の有無と
いう 2つの関係の強弱を測ることとなる．
分析では n-gramデータにあらわれるすべての 2-

gramおよび 4-gramのパターンのカイ 2乗値を求め
た．カイ 2乗値が大きいパターンほど 2名の教師役
の間において出現傾向が乖離していると言える．表
3および表 4が分析結果である．なお，本研究では網
羅的に n-gramを分析したが，出現頻度が 10未満と
なる n-gramのパターンは考察の対象外とした．ま
た，指導経験が豊富な教師役の 2-gramのパターン
の延べ数は 7,307であり，4-gramの延べ数は 7,303
あった．一方で，指導経験がない教師役の 2-gramの
延べ数は 3,552であり，4-gramの延べ数は 3,548で
あった．

5. 考察
5.1 発話分析との関連
本研究ではまず，2-gram・4-gramといったテキ

ストマイニング手法を用いて教師役の発話パターン
を分析した．その結果，指導経験のない（非熟練）
教師役では「そう そう」「はい，そう」「オーケー，
そう」といった肯定表現の出現頻度が高く，さらに



表 3 2-gram のカイ 2 乗値の上位 20 パターン
2-gram 指導経験あり 指導経験なし 出現頻度 カイ 2 乗値

そう/副詞 + なる/動詞 5 41 46 66.810

そう/副詞 + そう/副詞 41 72 113 49.877

はい/感動詞 + そう/副詞 0 16 16 32.963

オーケー/名詞 + そう/副詞 0 14 14 28.837

ぎゅっ/副詞 + 集まる/動詞 0 52 52 25.399

ぴょん/名詞 + ぴょん/名詞 0 10 10 20.590

集まる/動詞 + 離れる/動詞 0 10 10 20.590

集まる/動詞 + ぎゅっ/副詞 31 0 31 15.113

下さる/動詞 + そう/副詞 1 9 10 14.925

為る/動詞 + 思う/動詞 1 9 10 14.925

造る/動詞 + 見る/動詞 39 2 41 14.484

素早い/形容詞 + 集まる/動詞 29 0 29 14.135

良い/形容詞 + 良い/形容詞 38 2 40 14.006

番/名詞 + さん/接尾辞 28 0 28 13.646

ごろごろ/副詞 + ごろごろ/副詞 3 11 14 13.395

走る/動詞 + 走る/動詞 25 0 25 12.181

床/名詞 + ポン/名詞 22 0 22 10.716

右手/名詞 + 左手/名詞 20 0 20 9.740

左手/名詞 + 床/名詞 20 0 20 9.740

ああ/感動詞 + 良い/形容詞 19 0 19 9.252

表 4 4-gram のカイ 2 乗値の上位 9 パターン
4-gram 指導経験あり 指導経験なし 出現頻度 カイ 2 乗値

ごろごろ/副詞 + ごろごろ/副詞 + 1 9 10 14.935

ごろごろ/副詞 + ごろごろ/副詞 30 0 30 14.615

ぎゅっ/副詞 + 集まる/動詞 + 30 0 30 14.615

ぎゅっ/副詞 + 集まる/動詞 30 0 30 14.615

右手/名詞 + 左手/名詞 + 20 0 20 9.734

床/名詞 + ポン/名詞 19 0 19 9.247

集まる/動詞 + ぎゅっ/副詞 + 19 0 19 9.247

素早い/形容詞 + 集まる/動詞 + 15 0 15 7.298

素早い/形容詞 + 集まる/動詞 15 0 15 7.298

「ぴょんぴょん」「ごろごろごろごろ」などの擬態語
も相対的に多用されていることが確認された．特に
4-gramの分析では「ごろごろごろごろごろごろごろ
ごろ」のように，同一発話内で一つの擬態語を繰り
返し用いる様子が明らかになった．
一方，指導経験の豊富な（熟練）教師役の発話は，

生徒の運動をダイナミックに促す動作動詞が繰り返
し使用されるという特徴を示した．2-gram・4-gram
双方の分析において，「ぎゅっと集まるぎゅっと集ま
る」「素早く集まる素早く集まる」「走って走って走っ
て走って」など，特定の動作を繰り返し強調するパ
ターンが頻出している．なお，非熟練教師役の発話
にも「集まって，離れて」といった身体の動きを促
す表現が見られたが，熟練教師役に比べると“同じ
動詞の繰り返し”による指示が少ない点で差異が認
められた．

これらの結果から，非熟練教師役は擬態語の重複
表現によって子どもに動きをイメージさせる傾向が
あるのに対し，熟練教師役は動作動詞を繰り返すこ
とで生徒を具体的かつダイナミックな動きへ導く傾
向があると考えられる．

5.2 活動強度（METs）との関連
上記の発話分析に加えて，授業中の活動強度を比

較したところ，熟練教師による授業のほうが生徒の
平均活動強度が高まる傾向が示唆された．生徒の自
由記述でも，「分かりやすく，的確に動きを指示して
くれる」「短いフレーズを繰り返して盛り上げてくれ
る」といったポジティブな評価が多く，こうした熟
練教師の言語スキルが身体活動を促進した要因と考
えられる．
一方で，非熟練教師のクラスにおいても，こまめな



サポートや擬態語の繰り返しといった声かけによっ
て初心者が安心感を得ていた面がうかがえた．ただ
し，運動のダイナミックさをさらに引き出すために
は，声かけのタイミングやフレーズの反復方法を今
後より洗練していく必要があると推察される．

5.3 情動面との関連
生徒の感想や質問紙からは，「リラックスできた」

「楽しく授業を受けられた」「意見を大事にしてもら
えて嬉しかった」など，情動面においても肯定的な
評価が多く得られた．統計的に有意な差は認められ
なかったものの，質的な観点では，教師の褒め言葉
やサポートが学習者の安心感や楽しさを高めること
が示唆される．

5.4 発話・活動強度・情動を踏まえた指導改善の
示唆

総合的に見ると，短いフレーズを繰り返しつつ具
体的な動きを強調する指導は，生徒の活動強度を高
める上で有効な可能性が高い．ただし，身体を大き
く動かすだけでは快感情やリラックス感情の向上と
直結しない場合もあるため，肯定的な声かけや安心
感を与える工夫が重要となる．
初心者指導では，ゲーム性やウォーミングアップ

を活用して心理的ハードルを下げる一方，詰まった
ときは素早くアドバイスを行うなど，非熟練教師で
も再現しやすい指導方法が求められる．熟練教師が
運動強度と情動面を両立させる指導パターンを体系
化し，非熟練教師が取り入れやすい形で普及すれば，
ダンス授業の質と学習者の満足度の双方を高められ
ると期待される．

6. おわりに
本研究の実験では教師役が 2名であることから，

本研究における結論が指導経験の有無にのみ起因す
るのか，あるいは教師役個人に起因するのか判断が
難しい．「データサイエンスを活用したダンス授業指
導の効果評価と指導モデル策定」という研究課題の
本実験を実施するにあたり，この実験の結果を踏ま
え，この点を今後の研究課題としたい．
謝辞 本研究はお茶の水女子大学の「コンピテン

シー育成助成事業（令和 5年度～6年度）」の助成を
受けた．
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